
令和 4 年 10 月吉日 

 

関 係 各 位 

 

国土交通省 東北地方整備局 秋田港湾事務所 

 

「ポート・オブ・ザ・イヤー2022」の投票について 

 

 公益社団法人日本港湾協会では、港湾の物流、人流、産業、観光、みなとまちづくり

等のみなとに関する活動により、「みなとの元気」を高め、みなとに関する話題づくり

にその年で最も優れた港湾を投票により選定し、『ポート・オブ・ザ・イヤー』として表

彰しています。 

 『秋田港』では、飯島地区岸壁を基地として、秋田港・能代港内の洋上風車建設が順

調に進捗し 12 月には商業運転が開始される予定であり、洋上風力発電の先進的な取り

組みが進められています。 

また、これまで立入禁止であった防波堤を安全・安心な施設利用・運営のもと、釣り

開放を実施しており、県内外から多くのヒトが来場し賑わいをみせているほか、3 年ぶ

り開催の秋田竿燈まつりにあわせクルーズ船が連日寄港するなど、コロナ前の賑わいを

取り戻しつつあります。 

このように、秋田港では地域の歴史や資源、産業を活かしながら、全国に先駆けた新

しい取り組み、地域産業の活性化や港湾振興を図っており、秋田の更なる発展を支えて

いることから、秋田港の「ポート・オブ・ザ・イヤー2022」への選定は、時宜にかなっ

投票締切：令和４年 11 月 22 日(火) 

投票方法：【WEB 投票】公益社団法人日本港湾協会 HP 

URL: https://www.phaj.or.jp/ 

たものと考えています。 

 上記の趣旨にご賛同頂けましたら、下記 URL、QR コードからの「WEB 投票」又は、投

票用紙での「紙投票」により、「ポート・オブ・ザ・イヤー2022」として秋田港にご投票

頂けますようお願い申し上げます。 

 なお、投票は一人につき一回限りとなっておりますが、投票用紙を別にすることでご

家族・知人の皆様も投票が可能です。ただし、WEB 投票については、１メールアドレス

あたり１投票となっています。 

 

【紙 投 票】秋田港湾事務所海洋利用調整室への持参又は郵送、FAX 

〒011-0945 秋田県秋田市土崎港西一丁目 1-49 

FAX: 018-880-1021 TEL: 018-847-2513 

【問合せ】 

  国土交通省東北地方整備局秋田港湾事務所 海洋利用調整室 TEL: 018-847-2513 

スマホはコチラ↓ 

 



『秋田港』選定の理由（キーワード） 

 ※「選定の理由」を記載する際の参考にして下さい。 

・秋田港では、全国に先駆けて洋上風力発電の建設が進められ、SDGｓへの取り組みが進められていると感じるため。 

・道路から見える工場や岸壁付近にある貨物など、その時々で見えるものが変わり、みなとや物流に活気を感じるため。 

・秋田港では、他のみなとで禁止されている防波堤での釣りができる様、取り組んでいるため。 

・みなとオアシスあきた港、道の駅あきた港に行けば、お土産を買うことができ、地域の観光拠点や日常的に人々の集まる

場所となっているため。 

・秋田港の夏には、コロナ禍においてもクルーズ船が多く寄港し、賑わいっていることが感じられるため。 

・秋田港では、フェリーで秋田と北海道を結んでおり、地域間交流や物流等の拠点となっているため。 

・毎年開催されている、土崎港（現秋田港）曳山まつりなどイベントへの取組がおこなわれ、地元住民が参加しており、地

域の魅力を感じるため。 

・秋田港は令和 2 年 9 月海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾（基地港湾）に指定され、地耐力強化した飯島地

区岸壁（-11m）（耐震）を中心に今後洋上風力発電設備導入の加速化が期待されるため。 

・秋田港を起点とした洋上風力発電事業の推進により、地域産業の活性化に期待されるため。 

・洋上風力発電事業の推進によりカーボンニュートラルへの市民意識が高揚しているため。 

・洋上風力発電設備の運営管理を担う人材育成を産学官連携し取り組み、民間投資や企業進出が進展しているため。 

・事業の見える取組が進んでおり、全国的にも注目されているため。 

・みなとを拠点とした様々な取組が進んでおり、将来的な経済活性化が期待できるため。 

・みなとを中心に地域に馴染んだ取組が効果的に進んでいるため。 

・物流とクルーズ、賑わいがバランス良く進められているため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田港を基地港湾とした港内洋上風車建設状況（秋田港 13 基、能代港 20 基）  飯島地区岸壁を基地として建設しました。 

  

         

3 年ぶりの竿燈まつりにあわせてクルーズ船寄港 

ファミリー釣り教室 釣り開放(外港地区北防波堤) R3d は 7,500 人が入場 






